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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

 

回次
第38期
第１四半期
連結累計期間

第39期
第１四半期
連結累計期間

第38期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (百万円) 41,758 43,870 179,443

経常利益 (百万円) 3,305 2,135 20,865

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,793 1,565 10,684

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,898 1,744 10,553

純資産額 (百万円) 112,796 132,113 131,283

総資産額 (百万円) 187,931 209,951 212,755

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 21.64 17.17 127.70

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 60.0 62.9 61.7
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．平成26年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。第38期の期首に当該株

式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額を算定しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、４月からの消費税率引き上げによる影響はあったものの、各

種経済対策や金融政策などを背景に、個人消費や雇用情勢が底堅く推移するなど、全体的には景気は緩やかな回復

基調が継続しております。しかしながら、特にファッション事業においては、ライフスタイルの変化やスーツ市場

の縮小、コストの上昇が懸念されるなど、予断を許さない状況で推移しております。

このような環境のなかで、当社グループは各事業において下記のような諸施策を実施した結果、売上高は438億

70百万円（前年同四半期比5.1％増）、営業利益はファッション事業の消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反

動等により21億21百万円（前年同四半期比30.0％減）、経常利益は21億35百万円（前年同四半期比35.4％減）、四

半期純利益は15億65百万円（前年同四半期比12.7％減）となりました。

セグメントごとの業績は、以下のとおりです。

（ファッション事業）

ＡＯＫＩでは、クールビズに最適な機能を追求した「機能性スーツ」、「ウルトラクールパンツ」、「ウルトラ

クールシャツ」、産学協同開発商品の「プレミアムクールジャケット」及び昨年に引き続きジャケットとスラック

スの着回しで無限のコーディネートが可能な「ウルトラクロススーツ」などを展開いたしました。また、サイズ展

開やシルエット、デザインを拡充したレディスフォーマルを、テレビＣＭ等により幅広い年代に向けて訴求いたし

ました。店舗面では、未出店県であった山形県への１店舗を含め14店舗を新規出店した結果、当第１四半期末の店

舗数は535店舗（前期末521店舗）となりました。

ＯＲＩＨＩＣＡ（オリヒカ）は、クールビズに対応したジャケット・スラックススタイルと七分袖シャツやポロ

シャツなどのアイテムの提案を強化いたしました。店舗面では、ショッピングセンターや初の２層の都市型路面店

「川崎ラ・チッタデッラ店」等５店舗を出店した結果、当第１四半期末の店舗数は136店舗（前期末131店舗）とな

りました。

また、ＡＯＫＩ及びＯＲＩＨＩＣＡで６月に新顧客管理システムを導入いたしました。従来の顧客情報を集約し

一元管理することで、お客様の特性に合わせた最適なアプローチが可能となります。

これらの結果、クールビズ関連商品やレディス商品は堅調に推移したものの、消費税率引き上げに伴う駆け込み

需要の反動が大きかったこと等により、売上高は266億45百万円（前年同四半期比1.7％減)、営業利益は４億10百

万円（前年同四半期比79.1％減）となりました。

（アニヴェルセル・ブライダル事業）

ゲストハウスウエディングスタイルの挙式披露宴施設を展開しているアニヴェルセル株式会社は、平成26年２月

に開業いたしました「アニヴェルセル みなとみらい横浜」が引き続きご好評をいただいており、受注状況は好調

に推移しております。既存店については、施設ごとの特徴を活かした販促・ＰＲを強化するとともに、料飲の販売

強化と優秀スタッフのノウハウ共有に注力いたしました。

これらの結果、「アニヴェルセル みなとみらい横浜」の寄与等により、売上高は80億78百万円（前年同四半期

比28.6％増)、営業利益は12億53百万円（前年同四半期比108.8％増）と増収大幅増益になりました。
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（カラオケルーム運営事業）

株式会社ヴァリックのカラオケルーム運営事業は、有名アーティストや人気キャラクターとのコラボレーション

キャンペーンの実施、春や初夏の新メニューなど期間限定メニューの提案強化及び８店舗のリニューアルを実施す

るなど、既存店の活性化に注力いたしました。店舗面では、駅前に３店舗を新規出店した結果、当第１四半期末の

店舗数は、162店舗（前期末159店舗）となりました。

これらの結果、売上高は39億67百万円（前年同四半期比6.7％増）、営業利益は既存店売上高が苦戦し１億13百

万円（前年同四半期比27.2％減）となりました。

（複合カフェ運営事業）

株式会社ヴァリックの複合カフェ運営事業は、アミューズメントコンテンツ拡充や女性専用エリア導入など10店

舗のリニューアルを実施するとともに、全パソコンのWindows７への入れ替え及びフードメニューの充実等により

既存店の来店促進を図りました。店舗面では、２店舗を新規出店した結果、当第１四半期末の店舗数は230店舗

（前期末228店舗）となりました。

これらの結果、既存店が引き続き堅調に推移したことにより、売上高は51億88百万円（前年同四半期比11.1％

増）、営業利益は３億56百万円（前年同四半期比36.6％増）と増収増益になりました。

 

（2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ28億４百万円減少し、2,099億51百万円とな

りました。

　流動資産は、たな卸資産が新規出店等により６億13百万円増加した一方、売掛金が季節的要因等により38億48百

万円、現金及び預金が設備投資や法人税等の支払い等により61億66百万円減少したこと等により、前連結会計年度

末と比べ93億88百万円減少いたしました。固定資産は、有形固定資産が土地の取得及び新規出店等により64億43百

万円増加したこと等により、前連結会計年度末と比べ65億83百万円増加いたしました。

流動負債は、短期借入金が40億円増加した一方、未払法人税等が法人税等の支払いにより40億65百万円及び買掛

金が季節的要因等により18億42百万円減少したこと等により、前連結会計年度末と比べ15億97百万円減少いたしま

した。固定負債は、長期借入金が約定返済等により９億円、退職給付に係る負債が会計方針の変更等により11億49

百万円減少したこと等により、前連結会計年度末と比べ20億37百万円減少いたしました。

純資産の部は、利益剰余金が四半期純利益及び剰余金の配当により６億51百万円増加したこと等により、前連結

会計年度末と比べ８億29百万円増加しております。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

（4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 133,679,900

計 133,679,900
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 91,249,504 91,249,504
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数100株

計 91,249,504 91,249,504 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成26年４月１日～
平成26年６月30日

― 91,249,504 ― 23,282 ― 26,100
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿により記載しております。
 

① 【発行済株式】

平成26年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 65,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 91,115,000 911,150 ―

単元未満株式 普通株式 69,504 ― ―

発行済株式総数 91,249,504 ― ―

総株主の議決権 ― 911,150 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が400株(議決権４個)含まれ

ております。

２．「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式が90株含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ＡＯＫＩ
ホールディングス

神奈川県横浜市都筑区
茅ヶ崎中央24番１号

65,000 ― 65,000 0.07

計 ― 65,000 ― 65,000 0.07
 

 

２ 【役員の状況】

　　　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 22,619 16,453

  売掛金 10,127 6,279

  たな卸資産 22,751 23,365

  その他 10,525 10,543

  貸倒引当金 △20 △25

  流動資産合計 66,003 56,615

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 56,929 57,718

   土地 31,394 37,184

   その他（純額） 12,708 12,572

   有形固定資産合計 101,032 107,475

  無形固定資産 5,675 6,084

  投資その他の資産   

   差入保証金 8,588 8,494

   敷金 19,364 19,528

   その他 12,130 11,792

   貸倒引当金 △40 △40

   投資その他の資産合計 40,043 39,775

  固定資産合計 146,752 153,335

 資産合計 212,755 209,951

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 20,224 18,382

  短期借入金 － 4,000

  1年内返済予定の長期借入金 8,086 7,274

  未払法人税等 4,582 517

  賞与引当金 1,842 880

  役員賞与引当金 167 32

  その他 11,775 13,994

  流動負債合計 46,678 45,081

 固定負債   

  長期借入金 22,275 21,375

  役員退職慰労引当金 1,764 1,754

  ポイント引当金 767 799

  退職給付に係る負債 1,534 384

  資産除去債務 4,400 4,482

  負ののれん ※1  82 ※1  75

  その他 3,968 3,883

  固定負債合計 34,793 32,756

 負債合計 81,472 77,837
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 23,282 23,282

  資本剰余金 28,757 28,757

  利益剰余金 79,029 79,680

  自己株式 △43 △43

  株主資本合計 131,026 131,676

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 549 702

  退職給付に係る調整累計額 △292 △265

  その他の包括利益累計額合計 257 436

 純資産合計 131,283 132,113

負債純資産合計 212,755 209,951
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 41,758 43,870

売上原価 21,852 23,951

売上総利益 19,906 19,919

販売費及び一般管理費 16,874 17,797

営業利益 3,031 2,121

営業外収益   

 受取利息 25 27

 受取配当金 66 99

 不動産賃貸料 169 154

 負ののれん償却額 243 10

 その他 46 74

 営業外収益合計 551 365

営業外費用   

 支払利息 73 70

 不動産賃貸費用 162 136

 差入保証金・敷金解約損 － 80

 その他 41 63

 営業外費用合計 277 351

経常利益 3,305 2,135

特別利益   

 新株予約権戻入益 5 －

 特別利益合計 5 －

特別損失   

 減損損失 285 18

 特別損失合計 285 18

税金等調整前四半期純利益 3,025 2,117

法人税、住民税及び事業税 237 301

法人税等調整額 994 250

法人税等合計 1,232 552

少数株主損益調整前四半期純利益 1,793 1,565

四半期純利益 1,793 1,565
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,793 1,565

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 105 152

 退職給付に係る調整額 － 26

 その他の包括利益合計 105 179

四半期包括利益 1,898 1,744

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,898 1,744

 少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更並びに割引率の決定方法を割引率決定の基礎

となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払

見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が1,144百万円減少し、利益剰余金が726百

万円増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

に与える影響は軽微です。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　のれん及び負ののれんの表示

のれん及び負ののれんは相殺表示しております。なお、相殺前の金額は次のとおりです。

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

のれん 44百万円 40百万円

負ののれん 127　〃 116　〃
 

　

　２　保証債務

　　　連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対して、次のとおり債務保証を行っております。

 

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

AOKI HOLDINGS N.Y.INC. 461百万円 437百万円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産及び長期前払費用に係る償却費を含む。）、のれん

及び負ののれんの償却額は、次のとおりです。

 

 

前第１四半期連結累計期間

(自　平成25年４月１日

 至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成26年４月１日

 至　平成26年６月30日)

減価償却費 1,407百万円 1,743百万円

のれん償却額 3　〃 3　〃

負ののれん償却額 243　〃 10　〃
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(株主資本等関係)

 

前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月10日
取締役会

普通株式 1,031 25 平成25年３月31日 平成25年６月10日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月９日
取締役会

普通株式 1,641 18 平成26年３月31日 平成26年６月９日 利益剰余金
 

(注) 当社は、平成26年１月１日付で１株につき２株の割合で株式分割を行っております。

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

ファッショ
ン事業

アニヴェル
セル・ブラ
イダル事業

カラオケ
ルーム
運営事業

複合
カフェ
運営事業

計

売上高          

 外部顧客への
 売上高

27,098 6,272 3,716 4,668 41,757 0 41,758 ― 41,758

 セグメント間の
 内部売上高又は
 振替高

1 8 0 ― 10 ― 10 △10 ―

計 27,100 6,280 3,717 4,668 41,767 0 41,768 △10 41,758

セグメント利益
又は損失（△）

1,962 600 156 260 2,980 △21 2,959 72 3,031
 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、フィットネス関連事業です。

２．セグメント利益又は損失の調整額72百万円には、セグメント間取引消去1,013百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△941百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない提

出会社の管理部門等の費用です。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

「ファッション事業」及び「複合カフェ運営事業」の各セグメントにおいて、主に回収可能価額が帳簿価額を

下回っている遊休資産及び損益が継続的にマイナスとなっている営業店舗について減損損失を認識いたしまし

た。なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においてはそれぞれ232百万円及び52百万円で

す。
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当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：百万円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

ファッショ
ン事業

アニヴェル
セル・ブラ
イダル事業

カラオケ
ルーム
運営事業

複合カフェ
運営事業

合計

売上高        

 外部顧客への売上高 26,642 8,072 3,966 5,188 43,870 ― 43,870

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

2 6 0 ― 9 △9 ―

計 26,645 8,078 3,967 5,188 43,880 △9 43,870

セグメント利益 410 1,253 113 356 2,134 △12 2,121
 

(注) １．セグメント利益の調整額△12百万円には、セグメント間取引消去1,082百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△1,094百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない提出会

社の管理部門等の費用です。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期連結会計期間より、従来「その他」に含まれていた「売電事業」について管理区分の変更によ

り、報告セグメントの各事業に含めて記載しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを記載

しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「ファッション事業」セグメントにおいて、店舗の移転が決定し回収が見込めなくなった営業店舗について減

損損失を認識いたしました。なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては18百万円で

す。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 21円64銭 17円17銭

 (算定上の基礎)   

四半期純利益金額(百万円) 1,793 1,565

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,793 1,565

普通株式の期中平均株式数(株) 82,860,895 91,184,217
 

(注) １．当社は、平成26年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

平成26年５月９日開催の取締役会において、平成26年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期

末配当を行うことを決議いたしました。

　(1)　配当金の総額　　　　　　　　　　　　  　   1,641百万円

　(2)　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　 18円00銭

　(3)　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成26年６月９日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月８日

株式会社ＡＯＫＩホールディングス

取　締　役　会 御中

 

あらた監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   大　塚　啓　一   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   加　藤　達　也　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＡＯＫ

Ｉホールディングスの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年

４月１日から平成26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＡＯＫＩホールディングス及び連結子会社の平成26年６

月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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